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横河電機が提唱するデジタルトランスフォーメーション（以下，DX という）では，データをどのように集め

統合していくかを示すデジタイゼーション（Digitization），データをどのように活用していくかを示すデジタラ

イゼーション（Digitalization），そしてこれらのステップを経て企業，ビジネスの在り方の変革を達成することが

できると考える。

この論文では，DX のそれぞれのステップにおいてデータを収集する「センシング」と，データに価値を付加

する「センスメイキング」の重要性を説明し，お客様の設備保全の問題を解決するソリューションとして Sushi 

Sensor を紹介する。また，Sushi Sensor の具体的なアプリケーション例からお客様のメリットについて言及する。

さらに，Sushi Sensor によるセンシング，センスメイキングは，設備保全の業務効率向上に留まらず，運転デー

タとの融合により，製品品質を向上させることができる。これにより DX を実現し，最終的にはプラント全体，

プラント間，そして企業全体の改革推進に貢献できることを論じる。

In terms of Yokogawa’s digital transformation (“DX”), digitization that shows how to collect 
and integrate data, and digitalization that shows how to use data effectively, can help customers 
accelerate continuous value creation and transform their business operations.

This paper explains the importance of “sensing” (collecting data) at each step of DX and 
“sense-making” (adding value to data) and introduces “Sushi Sensor” as a solution for solving 
customers’ equipment maintenance issues. The paper also outlines benefits to customers through 
specific examples of using Sushi Sensor. “Sensing” and “sense-making” using Sushi Sensor can 
improve not only the efficiency of equipment maintenance but also product quality by integrating 
equipment data with operating data, thus achieving DX and ultimately transforming the entire 
plant, within and between plants and the entire company. 

1. はじめに

プラント管理者の抱える課題は，急激に変化するビジ
ネス環境の中で，老朽化した設備を維持しながら，生産
効率を上げることである。プラントの運転パフォーマン
スを向上させるとともに，プラント設備の高い可用性と
信頼性を維持することは，健全な事業継続の鍵である。

また，近年では，人工知能（AI），産業用 IoT（IIoT: 
Industrial Internet of Things）やビッグデータの活用と
いった，デジタル技術革新の波が押し寄せており，生産
性向上のために新しいデジタル技術を導入したいという
お客様が増えている。

従来，オペレーションテクノロジー（以下，OT とい
う）から得られる生産プロセスデータは，プラントの生

産性の向上のために使われてきた。今後，インフォメー
ションテクノロジー（以下，IT という）から得られる設
備データは，設備保全の効率化に使用されていく。さらに，
新しいデジタル技術の革新は，設備データと生産プロセ
スデータとの融合により，新たなプラント価値を向上さ
せる可能性がある。

横河電機は，制御事業のビジネスコンセプトである
Synaptic Business Automation(1) に基づき，お客様の生産
性の向上に向け，デジタル技術を最大限に活用すること
によってお客様の経営のデジタル化を支援する DX に注
力している。

また，横河電機はプラント分野で，OT を基盤とした
ビジネス / ドメインナレッジを基盤に様々なノウハウを
培ってきた。このノウハウにより，お客様の要求に基づ
いて，プラント分野で差別化された IIoT センサと統合
したソリューションを提供できると考えている。このソ
リューションの一つが Sushi Sensor である。

横河電機は，2018 年 3 月に Sushi Sensor の無線振動
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センサを発売した。さらに，2019 年 7 月に無線温度セ
ンサと無線圧力センサを発売し，センサポートフォリオ
を拡大してきた。本論文では，DX の重要な要素であるセ
ンシングと，センサの価値を高めるセンスメイキングを
実現する IIoT 向けソリューションとしての Sushi Sensor
を紹介し，横河電機の目指す DX へのアプローチについ
て説明する。

2. 横河電機が提案する DX

横河電機の考える DX には，「情報のデジタル化（デジ
タイゼーション）」，「プロセスのデジタル化（デジタライ
ゼーション）」，「企業活動全体，組織文化のデジタルトラ
ンスフォーメーション（変革）」の３つのステップがある。

2.1 デジタイゼーション
デジタイゼーションは，例えば，目視あるいは紙に記

録された情報を電子化するという，情報のデジタル化を
意味する。これは，アナログ情報をコンピュータ処理で
きるよう「０」「１」のデジタル情報に符号化変換しデー
タ処理を容易にする，という意味で捉えている。

プラント運転やプラント設備での DX の最初のステッ
プであるデジタイゼーションは，手動によるデータ収集
プロセスを自動化することである。これは従来から，有
線および無線のプラント内のネットワークを使用してセ
ンサからデータを収集することで実現されており，セン
シングと呼ばれている。センシングは，生産プロセスの
パラメータ測定や重要な設備のデータ測定では，既に一
般的である。一方で，重要度が低くリアルタイム性の求
められない設備や遠く離れた設備は，ネットワークに接
続されておらず，人による巡回点検により監視が行われ
ていることが多い。

しかし，設備の老朽化により監視対象は増加傾向にあ
る中で，作業者の退職などに伴って，巡回点検の人員が
不足することが問題となっている。また，高所・危険場
所などの理由により，容易に巡回点検できない設備など
の測定点からデータを収集することにはコストがかかる。
このためプラントでは，お客様が必要とする設備データ

すべてを取得しきれていないのが現状である。しかしな
がら，生産効率向上・生産品質向上のためには，今まで
以上に現場のデータの収集が不可欠である。デジタイ
ゼーションを実現するためには，プラントへの大量のセ
ンサの設置と運用を，コストパフォーマンスよく実現す
るセンシングが重要となる。

2.2 デジタライゼーション
デジタライゼーションは，センサが取得しデジタル情

報化したデータに意味付けをし，価値創造をするという
プロセスのデジタル化である。お客様はデータを収集し
たいのではなく，データから生まれる成果や価値を期待
している。例えば，データの傾向を監視することにより，
設備の異常予兆を把握できることや， AI や機械学習を使
うことによりデータ分析を行い，故障の予知や故障診断
のサポートができることなど，データによって新たな価
値が生まれることが期待されている。これらのことは，
以前は熟練作業者の経験に裏付けられた勘，あるいは判
断が支えていた。しかし，監視するポイントが増加して
いることや，経験ある熟練作業者が次々に引退している
という状況を補う仕掛けが必要である。また，現状では
デジタル化されていない設備データを活用することによ
り，従来とは異なる新たな価値が創造できる可能性があ
ると考えている。横河電機では，これをセンスメイキン
グと位置づけている (2)。

抽出されたデータから意味のある価値創造を導き出す
センスメイキングは，DX 実現の重要な役割を担っている。
現状では，お客様がデータの意味を理解，分析し，実用
的な運用への洞察を行うことは容易ではない。これは，
センシングを提供する多くのベンダーが，お客様がプラ
ントデータを十分に活用できるソリューションを提案で
きていないことを意味する。デジタル化された設備デー
タを活用する保全活動のデジタル化を提案する上で，デ
ジタライゼーションにおいては，センシングからセンス
メイキングへ移行可能なソリューションが重要となる。

図 1 に，「センサの役割の変化 - センシングからセンス
メイキングへのシフト」を示す (2)。

図 1 センサの役割の変化 - センシングからセンスメイキングへのシフト
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センスメイキングの重要な成功要因は，「ビジネス /
ドメインナレッジ」を基盤とした「インテリジェントセ
ンシング」，「高度なデータ解析」である。ここで，イ
ンテリジェントセンシングとは，柔軟性と拡張性があ
り，接続性が良く，防爆などの耐環境性があるセンシン
グのことである。また，センスメイキングを実現するた
めのビジネス手法は，従来の長期的な継続的改善手法の
PDCA サイクルではなく，短期の判断と実行の連続的思
考手法である OODA ループを適用することである。図 2
に，「OODA ループで実現するセンスメイキング」を示
す (2)。OODA とは，Observe（観察），Orient（状況判断），
Decide（意思決定），Act（実行）を効果的に回すループ
である。OODA ループにおいて，センシングはインテリ
ジェントセンシングによる観察を行い，センスメイキン
グは高度なデータ解析による状況判断とリアルタイムに
俊敏な意思決定を行う。これらに基づき，価値創造のた
めのアクションを実行し，さらに観察から始めるという
ループを回すことで変動性，不確実性，複雑性，曖昧性
を持つ環境に適応する。

2.3 デジタルトランスフォーメーション
最終ステップの DX は，プラントの操業パフォーマン

スを向上させ，健全な事業継続を推進させるため，企
業・ビジネス・人の在り方に変革をもたらす企業活動全
体，組織文化のトランスフォーメーション（変革）であ
る。上述したように，センシングおよびセンスメイキン
グにより意味付けられた価値は，OT による生産プロセス
運転や IT による設備保全およびエネルギー効率化など，
OT と IT それぞれの分野での機能が個別に議論されてき
た。我々が考えている DX のステップでは，OT と IT の
機能やデータを有機的に統合することで，画期的な価値
創造ができると考えている。例えば，生産プロセスのパ
ラメータを最適化する時に，設備の状態やパフォーマン
スの情報をデジタル化し，生産プロセス工程にフィード

バックすることにより，効率的な生産や製品の品質向上
へつなげることができる。横河電機は，プラントで培っ
たビジネスおよび生産プロセスのドメインナレッジと，
OT，IT のセンシング技術の双方を持っており，AI/ 機械
学習を用いた高度な解析などによってお客様の DX を支
援することができる。

この３つのステップで DX を実現することによって，お
客様の収益性と持続可能な成長に貢献することができる。

3. お客様の抱える課題とソリューション

プラント管理者にとって，設備の不具合による予期せ
ぬプラントの停止は，プラント管理における大きな懸念
事項であり，しばしば年間数億円の損失の原因となる。
また，作業者の高齢化と人員不足は，生産活動および設
備保全活動に大きな影響を与える。プラント設備の保全
と維持管理にかけられるコストは限られており，一例で
は収益の１～２％しかかけることができない現状があ
る (1)。プラント管理者は，生産性と安全性の向上，作業
員の教育・訓練と維持，そして運用コストの削減をすべ
て同時に実現しなければならない。

プラント設備保全について，お客様の課題と横河が考
えるそれらに対応するソリューションを，DX の３つのス
テップに分解して記述する。

3.1 デジタイゼーションの課題とソリューション
デジタイゼーションのステップでは，センシングにお

いて，次の課題を解決することが必要となる。
 • 設備の状態を正確に把握できる様々な物理量を，高い

品質と忠実性をもって測定できること
 • 設備の健全性や性能を追跡するために，センシング

データのデジタル化（デジタイゼーション）やオンラ
イン化ができること

 • 簡単に設置でき，簡単に運用できること
 • 過酷な環境で長期間設置でき，耐環境性があること
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図 2 OODA ループで実現するセンスメイキング
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これらの課題に対応するため，次のセンサソリュー
ションを提供する。

 • 様々な物理量（振動，温度，圧力）の測定
 • 無線・測定機能一体型で小型軽量
 • 低消費電力かつ長距離無線
 • 防塵防水の耐環境性と防爆対応

3.2 デジタライゼーションの課題とソリューション
デジタライゼーションのステップでは，センスメイキ

ングにおいて，次の課題を解決することが必要となる。
 • 高度なデータ分析ができること
 • センシングされたデータを有効に設備保全に活用する

ための傾向監視ができること
 • 設備が故障する前に，異常の兆候を検出できる機能を

持つこと，および故障診断ができること
 • トータルでコストパフォーマンスに優れた設備保全の

仕組みを持つこと

これらの課題に対応するため，次のソリューションを
提供する。

 • データ解析型の AI/ 機械学習による診断および判断
 • データ解析のために，複数の種類のデータを蓄積でき

るクラウド環境

3.3 DX の課題とソリューション
最終ステップの DX でのお客様の課題は，クラウドに

蓄積され解析された生産プロセスデータ，設備データの
双方を，融合することができる環境を持つことである。
また，この環境は，生産プロセスデータと設備データの
相互補完連携による解析と行動判断の結果を，生産現場
にフィードバックできることが必要である。

この課題に対応するソリューションでは，ビジネス / 
ドメインナレッジが重要である。横河電機は，長年にわ
たる生産プロセス業界での専門知識に加え，お客様との
パートナーシップのアプローチを採用し，お客様のビジ
ネスプロセスの変革と管理のデジタル化をサポートする。
これにより，有望で持続的なビジネス成果をもたらすこ
とができると考えている。

4. イネーブリング技術 (3)

ここでは横河電機の提案するソリューションのうち，
デジタイゼーションからデジタライゼーションへの変化
の中で，センシングからセンスメイキングを実現する
IIoT 無線ソリューション Sushi Sensor について説明する。

4.1 Sushi Sensor
横 河 電 機 は IIoT 無 線 ソ リ ュ ー シ ョ ン で あ る Sushi 

Sensor を用いて，お客様と共にプラントのセンシング
データのデジタル化（デジタイゼーション），オンライン

化を実現する。Sushi Sensor の特長は次の通りである。
(1) 低コスト，簡単設置，簡単運用

Sushi Sensor は，IoT（センサデバイス向け）用の無
線通信方式として最近注目されている LPWA（Low 
Power Wide Area: 低 消 費 電 力・ 長 距 離 通 信 ） の
１ つ で あ る 通 信 規 格 LoRaWAN を 採 用 し て い る。
LoRaWAN は， 世 界 500 社 以 上 の IoT 関 連 企 業 や
ユーザが参画する LoRa Alliance によって推進されて
いるオープンな通信規格である。様々な障害物がある
プラント環境であっても，半径 1 km の長距離通信が
可能であり，中継器や無線経路の設計が不要で簡単
に設置，運用することが可能となった。図 3 に Sushi 
Sensor の配置例を示す。

図 3 Sushi Sensor 配置例（簡単設置）

また，Sushi Sensor は電池駆動であるため電源等配線
工事が一切不要である。振動センサについては，ネジ
もしくはマグネット（オプション）固定による簡単
設置を実現している。また，データ更新周期が１時間
の場合，温度条件によるが無線振動センサであれば
４年，無線圧力センサ，無線温度センサは 10 年の長
時間駆動が可能である。

(2) 耐環境性
プラントの厳しい環境で使用するための基本機能で
ある防塵防水（IP66/67），防爆の機能を備えている。

(3) バリエーション
Sushi Sensor の 第 一 弾 で あ る XS770A 一 体 形 無 線
振動センサにつづき，XS530 圧力測定モジュール，
XS550 温 度 測 定 モ ジ ュ ー ル を リ リ ー ス し，Sushi 
Sensor のポートフォリオを広げている。圧力，温
度の両センサは，無線機能と電池から構成される
XS110A 無線通信モジュールと，測定モジュールによ
り構成される。XS110A 無線通信モジュールは共通化
されており，測定モジュール部分を差し替えること
で様々な物理量の測定が可能となる。この構成を生
かし，今後，測定モジュール部分を拡充することで
Sushi Sensor ポートフォリオの更なる充実を狙う。
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① XS770A 一体形無線振動センサ
XS770A 一体形無線振動センサは，M6 ネジもしくは
マグネット（オプション）により測定対象に固定する。
マグネットにより簡単に設置できるため，測定箇所の
移動も容易であり，一時的な測定用途にも利用できる。

② XS530 圧力測定モジュール
XS530 圧力測定モジュールは，配管に直接捻じ込み
固定することを想定している。多くのプラント環境に
多数存在する圧力ゲージの置き換えや，そのデータの
オンライン化を実現する。

③ XS550 温度測定モジュール
XS770A 一体形無線振動センサは，設置面の表面温度
の測定が可能である。一方で，より広い温度範囲を
測定したい，あるいは配管などの内部温度の測定をし
たいという市場の要求に応えるために，XS550 温度
測定モジュールを開発した。この XS550 温度測定モ
ジュールは，熱電対と組み合わせることで温度センサ
として動作し，熱電対の種類により定まる温度範囲，
精度で温度測定が可能である。

これまで，巡回点検時にはローカル測定器を用いて
紙とペンによりデータを記録していた。これらを Sushi 
Sensor に置き換える，あるいは Sushi Sensor と併用する
ことで，危険な個所，遠方などの理由でこれまで測定困
難であった多くの箇所のデータのデジタイゼーションが
可能となる。また，作業者の能力に依存せずに均一な品
質で測定しながら，点検の頻度を増やすことができる。
その結果，設備の保全効率の向上，これまで熟練の方が
長年の勘で培った技術の伝承，人手不足といった問題を
解決する手助けとなる。

5. アプリケーション事例

ここでは，Sushi Sensor を活用し，「センシングからセ
ンスメイキングへ」を OODA ループ（観察，状況判断，
意思決定，実行）で実現するアプリケーション事例を示す。

5.1 無線振動センサ
事例１：巡回点検コストの抑制

ある化学工場では，200 台の回転機器の振動測定値を，
外部委託した作業者が手作業で巡回点検・記録していた。
検査結果はデジタル化されておらず，ある時点でのデー
タのスナップショットでしか良否を判断できないため，
そのデータの活用は大幅に制限されていた。このため設
備保全は，長期的な継続的改善手法の PDCA サイクル
である一定の間隔でプラントをシャットダウンし設備の
部品交換や修理を行う TBM（Time Based Maintenance）
が実施されていた。しかし，Sushi Sensor を用いるこ
とでリアルタイムの設備のステータスチェックがオン
ラインで可能となり，アラートをリアルタイムで送信
することにより，異常時に迅速な対応ができるように

なった。これにより，短期の判断と実行の連続的思考
手法である OODA ループである CBM（Condition Based 
Maintenance）を実現することが可能となった。図 4 に，
Sushi Sensor による巡回点検のオンライン化事例を示す。

図 4 Sushi Sensor による巡回点検のオンライン化事例

事例２： AI/ 機械学習との連携によるボールベアリング
異常の検知

Sushi Sensor を用いて長期間にわたり監視を行ってい
る設備において，センサによる測定開始から５ヶ月後に，
ベアリング摩耗の末期的状態である加速度ピーク値が異
常な上昇を示していることを確認した。図 5 に示すよう
に，故障発生の３か月前に異常の兆候があることを AI/
機械学習の診断値が示すことがわかった。Sushi Sensor
と AI/ 機械学習を組み合わせることで，回転機の故障要
因の一つであるボールベアリングの異常の予兆を掴むこ
とができた。これは「センシング」でデジタル化した
データを，高度な解析機能である AI/ 機械学習を用いて
新たな価値を創造することができた「センスメイキング」
の例である。

図 5 Sushi Sensor と AI/ 機械学習との連携の事例

5.2 無線圧力センサ
事例１：集塵器，集塵器配管の漏れ・つまり検知

プラント構内の集塵器および集塵器配管といった設備
は，漏れやつまりにより装置故障や運転効率の低下につ
ながる。こうした設備の漏れやつまりを検知するために，
圧力ゲージを取り付け，目視による巡回点検を行ってい

クラウド環境

Sushi Sensor 導入前 Sushi Sensor 導入後

異常

正常

加速度(m/s2) 速度(mm/s) 表面温度(℃)

機械学習の診断値

5 ヶ月間
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る。しかし，プラントの広いエリアに測定点が分散して
いる場合，点検の頻度，箇所を増やしたくても点検にか
かる人的，時間的な負担が大きく，多点で測定すること
の実現が困難である。既設圧力ゲージを Sushi Sensor に
置き換える，または増設することで，測定ポイントおよ
び点検頻度を増やすことができる。これにより，お客様
が必要とする設備データすべてを取得したいという要求
に応え，装置故障，運転効率の低下を回避できる。

事例２：ポンプ出力
複数ポンプを切り替えて使用している設備では，ポン

プの切り替え時にポンプに取り付けられた圧力ゲージを
目視し，動作を確認している。この圧力ゲージを Sushi 
Sensor に置き換え，オンライン化することで，各ポン
プの運転状態をリアルタイムに把握し，保全効率の向上
が図れる。また，他ポンプの運転状態との相関をリアル
タイムで知ることにより，運転効率の向上を実現する。
図 6 に，圧力ゲージオンライン化事例を示す。

図 6 圧力ゲージオンライン化事例

5.3 無線温度センサ
事例１：安全弁漏れ検知

機器・配管等の圧力上昇時の吹き出し用として設置し
ている安全弁は，内部環境によりシート漏れが発生する。
安全弁のシート漏れが発生すると，緊急に操業を停止し
て設備を保全することが必要となり，操業に大きな影響
を与える。シート漏れは，現状，目視による点検や確認
が主流である。しかし，点検の際には装置を止める必要
があり，運転中に傾向を監視することが難しい。シート
漏れ発生時には安全弁の出力の温度が急激に低下す
る。そこで，安全弁装置の入力と出力の温度差を Sushi 
Sensor を用いて測定することでシート漏れの異常兆候を
リアルタイムに検知する。その結果，予期せぬ装置停止

を回避することになり，安定した操業を実現できる。

事例２：多段連結熱交換器の測定ポイントの追加
多段連結式熱交換器では，熱交換器全体として入力と

出力の各部分の温度をオンラインで監視しているが，熱
交換器各段の熱交換器の監視までは行えていないことが
多い。Sushi Sensor を用いて，個々の多段連結式熱交換
器の入力，出力の温度を測定，傾向監視することで，個々
の熱交換器の状態まで把握できる。これにより異常な熱
交換器が容易に特定でき，保全効率が向上する。図 7 に，
多段熱交換器の状態監視事例を示す。

図 7 多段熱交換器の状態監視事例

5.4 OT/IT 融合の事例　運転の均一化
最後に DX の事例として，OT で得られる生産プロセ

スデータと IT で得られる設備データを融合することによ
り，製品品質を向上させた事例を示す。

従来，無線振動センサを用いて生産設備の回転体を
状態監視していたところ，この回転体の動作と，生産物
の品質の悪化に相関関係があることがわかった。Sushi 
Sensor を用いて回転体の状態を監視し，適切な運転状態
を保つことで生産物の品質安定化を実現した。横河のセ
ンシング技術と生産プロセスでのドメインナレッジを用
いて，お客様と共にビジネスプロセスの変革を実現した
DX の事例となった。

6. お客様のメリット

Sushi Sensor を用いることで，従来の巡回点検に比べ，
多くの設備の状態を表すデータの測定機会（点数，回数）
を増やすことができる。取得したデータを適切に利用
し，適切な設備管理を行うことで，意図しないプラント
のシャットダウンを回避し，設備の保全効率を向上させ，
プラント停止時間を最短とすることができるようになる。

各ポンプの吐出圧をゲージで測っている

ポンプ

XS770A

ポンプ C

ポンプ B

ポンプ A

ゲージ圧

伝送器で測定

伝送器で測定

保全員としては接続する
配管も監視したい

熱交換器

熱交換器

熱交換器
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この結果，設備の生産性が最大限に発揮され，設計通り
の安定した品質の製品を生産できる。Sushi Sensor は，
設備の保全だけでなく，運転効率の維持や改善，操業の
安全や安定性の確保，品質の維持や改善に大きく貢献す
ることができる。

7. 今後の展開，新しい価値の創造

7.1 DX の実現
横河電機が提供するクラウド環境では，生産プロセス

データと設備データの横断的な分析を可能にする環境を
確立し，これにより統合したデータを生産の最適化に利
用することができるようになる。まず，お客様の潜在的
な課題を特定し，最適ソリューションの設計と実装，安
全で安定した操業の実行，生産効率の維持と向上まで，
お客様の事業活動全体を分析することになる。そして，
横河電機がこれまで培ってきた OT の強みをベースに最
新の IT を融合することで，生産プロセスの最適化，サプ
ライチェーンを含むバリューチェーン全体での自動化・
最適化，リスク低減，効率化などを実現していく。

また，クラウドに保存されている統合データは，単一
のプラントだけでなく，世界中の至る所で使用すること
ができるようになる。このクラウド環境を介して，巡回
検査と比べて，より収集頻度が高い設備データを，リア
ルタイムの生産プロセスデータと組み合わせて，高精度
で分析することが可能になる。図 8 に，横河電機が考え
る「OT と IT を統合した YOKOGAWA のソリューション」
を示す。OT から得られる生産プロセスデータはビジネ
ス / ドメインナレッジを基盤として，IT から得られる設
備データは IIoT データとしてクラウド環境で融合され，
プラントを超えた企業経営・ビジネス・人の在り方に変
革をもたらす。これにより，お客様の収益性と持続可能

な成長に貢献する。

7.2 AI および機械学習の採用
横河電機が提供するクラウド環境を利用すると，プラ

ント全体のデータを統合し，AI および機械学習技術を使
用した高度な分析結果にシームレスにアクセスすること
ができるようになる。このクラウド環境では，AI および
機械学習による設備の異常の予測と故障内容の診断を行
う。この診断結果により判断，意思決定が行われ設備保
全のためのアクションをサポートすることになる。また，
保全活動だけでなく，生産プロセスデータとの融合によ
り，製品品質につながる意思決定および行動の指針を示
すことができるようになる。

8. おわりに

本稿では，DX 実現の３つのステップであるデジタイ
ゼーション，デジタライゼーション，および DX につい
て論じてきた。特に，センシングからセンスメイキング
への変化に注目し，ビジネス / ドメインナレッジを基盤
としたインテリジェントセンシング，高度なデータ解析，
および OODA ループの観察，状況判断，意思決定，実行
のビジネス手法でセンスメイキングを実現することを説
明した。さらに，様々な実例を用いて Sushi Sensor が，
プラントの設備のデジタル化であるデジタイゼーション
とデジタライゼーションのソリューションを実現し，保
守コストを最小限に抑えながら設備の信頼性と可用性を
確保することができるようになる。また，最終ステップ
の DX では，横河電機はドメインに関する知識と経験を
活かし，設備保全に十分に活用されていない生産プロセ
スデータを活用することによって，お客様の新たな価値
創造に貢献していくと結論づけた。
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図 8 OT と IT を統合した YOKOGAWA のソリューション
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今後，横河電機は AI および機械学習等を利用すること
で，プラント全体の利益を最大化するという新たな価値を
創造することができると考える。加えて，クラウドを使っ
てプラント間でデータを共有することで，複数の類似プラ
ントの効率運用ができ，プラント全体，プラント間，そし
て企業全体の操業効率向上や改革推進に貢献していく。
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